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１　

は
じ
め
に

（
１
）
国
家
公
務
員
に
せ
よ
、
地
方
公
務
員
に
せ
よ
、

公
務
員
は
、民
間
企
業
（
私
企
業
）
の
労
働
者
（
い

わ
ゆ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
）
と
同
様
、
労
務
を
提
供

し
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
給
料
、
給
与
を
得
て
生

活
し
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
全
く
同
じ
で

あ
る
。

（
２
）
し
か
し
、
最
高
裁
昭
和
48
年
４
月
25
日
大
法

廷
判
決
（
全
農
林
警
職
法
事
件
。
刑
集
27
巻
４
号

５
４
７
頁
）、
最
高
裁
昭
和
51
年
５
月
21
日
大
法

廷
判
決
（
岩
教
組
学
テ
事
件
。
刑
集
30
巻
５
号

１
１
７
８
頁
）
等
か
ら
明
ら
か
な
と
お
り
、
公
務

員
に
は
、
私
企
業
の
労
働
者
に
認
め
ら
れ
て
い
る

争
議
権
（
ス
ト
権
）
は
全
く
認
め
ら
れ
て
い
な
い

の
で
あ
り
、
現
行
法
は
、
公
務
員
と
私
企
業
労
働

者
と
は
、
法
的
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
当
否
、

是
非
は
と
も
か
く
と
し
て
、
根
本
的
に
異
な
る
も
の

と
の
前
提
で
法
律
が
制
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
３
）
本
稿
に
お
い
て
紹
介
す
る
最
高
裁
昭
和
57
年

５
月
27
日
第
一
小
法
廷
判
決
（
民
集
36
巻
５
号

７
７
７
頁
）
は
、
公
務
員
法
制
を
考
え
る
う
え
で

重
要
な
判
示
を
な
し
て
い
る
の
で
、
以
下
紹
介
す

る
次
第
で
あ
る
。

２　

事
案
の
概
要

（
１
）原
告
は
、東
京
都
人
事
委
員
会
の
第
一
次
試
験
、

第
二
次
試
験
に
合
格
し
、
昭
和
46
年
１
月
27
日
付

け
を
も
っ
て
、
東
京
都
の
建
設
局
職
員
と
し
て
採

用
内
定
通
知
を
受
け
た
者
で
あ
る
。

（
２
）
東
京
都
建
設
局
総
務
部
長
が
原
告
に
通
知
し

た
昭
和
46
年
１
月
27
日
付
け
採
用
内
定
通
知
書
に

は
「
面
接
及
び
身
体
検
査
の
結
果
、
あ
な
た
を
昭

和
46
年
４
月
１
日
付
で
建
設
局
に
採
用
す
る
こ
と

に
内
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お

４
月
１
日
の
出
勤
に
つ
い
て
は
、
３
月
20
日
頃
に

再
度
連
絡
し
ま
す
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。

（
３
）
そ
の
後
、
建
設
局
総
務
部
庶
務
課
研
修
係
は
、

原
告
に
対
し
、
昭
和
46
年
２
月
10
日
に
は
「
週
刊

と
ち
ょ
う
」
等
を
、ま
た
同
年
３
月
10
日
に
は
「
と

う
き
ょ
う
広
報
」
等
を
送
付
し
て
い
た
し
、
原
告

は
、
同
年
３
月
20
日
、
建
設
局
総
務
部
人
事
係
に

対
し
、
保
証
書
、
卒
業
証
明
書
（
高
等
学
校
卒
）

を
提
出
し
て
い
た
。

（
４
）
と
こ
ろ
で
、
昭
和
45
年
当
時
、
東
京
都
で
は

従
前
の
吏
員
昇
任
試
験
制
度
を
廃
止
し
、
こ
れ
に

代
わ
る
制
度
と
し
て
研
修
と
勤
務
成
績
評
定
に
よ

る
昇
任
選
考
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
の
で

公
務
員
労
働
と
民
間
（
私
企
業
）
労
働
と
の
基
本
的
差
異

　
　
　
―
採
用
内
定
行
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付
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あ
る
が
、
東
京
都
職
員
労
働
組
合
の
青
年
・
婦
人

部
の
中
に
は
上
記
制
度
改
革
に
反
対
す
る
者
が
お

り
、
研
修
ボ
イ
コ
ッ
ト
や
研
修
反
対
の
ビ
ラ
配
布

等
の
各
種
行
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。

（
５
）
原
告
は
、
本
件
採
用
通
知
を
受
け
た
後
、
東

京
都
職
員
労
働
組
合
の
者
か
ら
研
修
制
度
に
反
対

し
て
い
る
理
由
を
聞
い
て
同
感
し
、
昭
和
46
年
３

月
16
日
、
東
京
都
職
員
研
修
所
に
お
い
て
行
わ
れ

る
研
修
反
対
の
集
会
に
参
加
す
る
こ
と
と
し
、
同

日
午
前
８
時
10
分
こ
ろ
か
ら
開
始
さ
れ
た
研
修
反

対
の
集
会
に
参
加
し
た
。

（
６
）
上
記
集
会
は
午
前
８
時
30
分
こ
ろ
ま
で
行
わ

れ
た
の
で
あ
る
が
、
上
記
集
会
参
加
者
は
、
研
修

生
に
研
修
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
、
白
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
帽
し
た
約
20
名
の
グ

ル
ー
プ
及
び
青
、
黒
、
赤
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
帽

し
た
約
30
名
の
グ
ル
ー
プ
は
研
修
所
入
口
階
段
に

座
り
込
む
等
の
ピ
ケ
態
勢
を
と
り
、
研
修
受
講
の

職
員
（
研
修
生
）
が
研
修
所
に
入
る
こ
と
を
妨
害

す
る
行
動
に
移
っ
た
。

（
７
）
こ
れ
に
対
し
、
研
修
所
当
局
は
、
放
送
設
備

を
使
用
し
て
、
上
記
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
帽
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
に
対
し
、
上
記
妨
害
行
為
を
中
止
す

る
よ
う
繰
り
返
し
放
送
し
た
の
で
あ
る
が
、
ピ
ケ

の
参
加
者
は
増
加
す
る
一
方
で
あ
り
、
研
修
所
正

面
入
口
は
封
鎖
状
態
と
な
り
、
研
修
生
約
２
０
０

名
は
研
修
所
の
中
に
入
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
と

な
っ
て
い
た
。

（
８
）
研
修
所
当
局
は
、
午
前
８
時
45
分
こ
ろ
、
上

記
妨
害
行
為
を
行
っ
て
い
る
者
ら
に
対
し
、
文
書

提
示
と
放
送
に
よ
り
第
１
回
退
去
命
令
を
発
出
し

た
の
で
あ
る
が
、
上
記
の
者
ら
は
こ
れ
に
従
う
気

配
は
な
か
っ
た
の
で
、
午
前
８
時
55
分
に
は
第
２

回
退
去
命
令
、
午
前
９
時
05
分
に
は
第
３
回
退
去

命
令
を
発
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
上
記
の
者
ら
は

い
ず
れ
の
退
去
命
令
に
も
従
わ
な
か
っ
た
。

（
９
）
そ
こ
で
研
修
所
長
は
、
こ
の
ま
ま
の
状
態
で

は
当
日
の
研
修
が
不
可
能
に
な
る
と
判
断
し
、
東

京
水
上
警
察
署
に
対
し
、
文
書
を
も
っ
て
上
記
の

者
ら
の
排
除
要
請
を
行
っ
た
。

（
10
）
上
記
要
請
を
受
け
た
水
上
警
察
署
は
、
妨
害

行
為
を
行
っ
て
い
る
者
ら
に
対
し
、
研
修
所
か
ら

退
去
す
べ
き
旨
を
警
告
し
た
と
こ
ろ
、
白
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
帽
し
て
い
る
者
ら
は
退
去
し
た
も
の

の
、
赤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
帽
し
て
い
る
者
ら
は
退

去
し
な
か
っ
た
の
で
、
水
上
警
察
署
は
、
午
前
９

時
15
分
、
赤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
帽
し
て
い
る
者
ら
の

排
除
行
動
に
移
り
、
こ
れ
を
排
除
し
、
研
修
は
予

定
時
刻
か
ら
15
分
遅
れ
た
も
の
の
、実
施
さ
れ
た
。

（
11
）
原
告
は
、
上
記
の
間
、
赤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

帽
し
、
携
帯
メ
ガ
ホ
ン
を
使
っ
て
盛
ん
に
ア
ジ
演

説
等
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
警
察
官
は
、
原

告
が
上
記
集
団
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
と
判
断
し
、

不
退
去
罪
、
威
力
業
務
妨
害
罪
で
原
告
を
現
行
犯

逮
捕
し
た
。

（
12
）
な
お
、
原
告
は
、
上
記
に
述
べ
た
と
お
り
、

昭
和
46
年
３
月
16
日
に
現
行
犯
逮
捕
さ
れ
、
３
月

18
日
か
ら
同
月
27
日
ま
で
勾
留
処
分
を
受
け
た

が
、
同
月
27
日
に
は
処
分
保
留
の
ま
ま
釈
放
と

な
っ
た
。

（
13
）
東
京
都
知
事
は
、
昭
和
46
年
３
月
27
日
に
原

告
到
達
の「
職
員
採
用
内
定
の
取
消
し
に
つ
い
て
」

と
題
す
る
書
面
で
、
原
告
に
対
す
る
採
用
内
定
行

為
を
取
消
し
た
。

（
14
）
な
お
、
上
記
「
職
員
採
用
内
定
の
取
消
し
に

つ
い
て
」
と
題
す
る
書
面
に
は
、
大
要
、「
あ
な

た
は
当
局
の
職
員
と
な
る
べ
き
適
格
性
に
欠
く
行

為
が
あ
っ
た
の
で
、採
用
内
定
を
取
り
消
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
き
た
る
４
月
１
日
以
降
、
出
勤
に

及
び
ま
せ
ん
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。

（
15
）
そ
こ
で
原
告
は
、
東
京
都
知
事
及
び
東
京
都

を
被
告
と
し
て
、
昭
和
46
年
３
月
27
日
付
け
の
採

用
内
定
行
為
を
取
消
し
た
処
分
（
本
件
採
用
内
定

取
消
処
分
）
の
取
消
等
を
求
め
て
提
訴
し
た
。

３　

第
１
審
：
東
京
地
裁
昭
和
49
年
10

月
30
日
判
決

（
１
）
原
告
の
求
め
る
裁
判

１　

本
位
的
請
求

①
被
告
東
京
都
知
事
が
原
告
に
対
し
、
昭
和
46
年
３

月
27
日
に
な
し
た
東
京
都
職
員
採
用
内
定
を
取
消
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し
た
処
分
を
取
り
消
す
。

②
原
告
と
被
告
東
京
都
の
間
で
、
原
告
が
同
被
告
の
建

設
局
職
員
た
る
地
位
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

２　

予
備
的
請
求

被
告
東
京
都
知
事
は
、
原
告
を
被
告
東
京
都
の
建

設
局
職
員
と
し
て
採
用
せ
よ
。

３　

訴
訟
費
用
は
被
告
の
負
担
と
す
る
。

（
２
）
原
告
の
主
張

（
主
位
的
請
求
に
つ
い
て
）

①
東
京
都
の
採
用
内
定
行
為
は
、
原
告
の
労
働
契

約
の
申
込
み
に
対
す
る
承
諾
で
あ
り
、
遅
く
と

も
昭
和
46
年
３
月
20
日
に
は
、
原
告
と
被
告
東

京
都
と
の
間
に
は
労
働
契
約
が
成
立
し
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
労
働
関
係
が
成
立
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

②
原
告
と
被
告
東
京
都
と
の
間
に
成
立
し
た
労
働

関
係
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
採
用
内
定
取
消
処
分

は
、
正
式
採
用
職
員
と
し
て
の
労
働
契
約
の
解

除
、
し
か
も
、
公
権
力
の
一
方
的
な
行
使
た
る

免
職
処
分
に
他
な
ら
な
い
の
で
、
行
政
事
件
訴

訟
法
に
い
う「
処
分
」に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

③
本
件
採
用
内
定
取
消
処
分
に
つ
い
て
は
、
事
実

誤
認
の
違
法
、地
公
法
28
条
、29
条
違
反
の
違
法
、

憲
法
14
条
、
21
条
違
反
の
違
法
が
あ
る
の
で
取

消
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
原
告
と
被
告
東

京
都
と
の
間
に
は
、
原
告
が
被
告
東
京
都
職
員

の
地
位
に
あ
る
の
で
、
そ
の
確
認
を
求
め
る
。

（
予
備
的
請
求
に
つ
い
て
）

④
主
位
的
請
求
の
２
項
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に

は
、
予
備
的
請
求
と
し
て
、
被
告
東
京
都
知
事

に
対
し
、
原
告
を
東
京
都
職
員
と
し
て
採
用
す

べ
き
こ
と
を
求
め
る
。

（
３
）
被
告
東
京
都
知
事
及
び
被
告
東
京
都
の
主
張

（
本
案
前
の
答
弁
）

①
本
件
採
用
内
定
は
、
行
政
機
関
内
部
に
お
け
る

選
考
の
一
過
程
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
に
よ
り
内
定

者
自
身
に
何
ら
法
的
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
権
利

を
発
生
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

②
そ
れ
故
、
本
件
採
用
内
定
取
消
処
分
も
行
政
機

関
内
部
に
お
け
る
意
思
の
確
定
で
あ
り
、
こ
れ

に
よ
り
内
定
者
自
身
の
権
利
、
利
益
を
何
ら
侵

害
す
る
も
の
で
は
な
い
。

③
従
っ
て
、
本
件
採
用
内
定
取
消
処
分
は
、
行
政

事
件
訴
訟
法
に
い
う
「
処
分
」
に
は
あ
た
ら
な

い
の
で
、
原
告
の
請
求
は
全
て
却
下
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

（
本
案
に
対
す
る
答
弁
）

原
告
は
、
東
京
都
職
員
研
修
所
を
実
力
で
封

鎖
し
、
研
修
生
の
研
修
所
へ
の
入
構
を
阻
止
す

る
等
の
暴
力
行
為
を
行
い
、
不
退
去
罪
、
威
力

業
務
妨
害
罪
の
罪
名
で
現
行
犯
と
し
て
逮
捕
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
原
告
の
上
記
行
為
は
、

原
告
が
公
務
員
と
し
て
不
適
格
者
で
あ
る
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
本
件
採
用
内
定
取
消
行

為
は
違
法
で
は
な
い
。

（
４
）
東
京
地
裁
判
決
主
文

原
告
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
。

訴
訟
費
用
は
原
告
の
負
担
と
す
る
。

（
５
）
東
京
地
裁
判
決
の
判
示

①
本
件
採
用
内
定
取
消
処
分
の
法
的
性
格
に
つ
い

て「
本
件
採
用
内
定
の
法
的
性
格
が
前
述
し
た

と
お
り
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
被
告
東
京

都
知
事
が
昭
和
46
年
３
月
27
日
付
を
も
つ
て
な

し
た
本
件
採
用
内
定
取
消
は
、
始
期
附
採
用
と

い
う
行
政
処
分
を
始
期
の
到
来
前
に
撤
回
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
自
体
あ
ら
た
な
行
政

処
分
で
あ
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。

よ
つ
て
、
本
件
採
用
内
定
取
消
は
抗
告
訴
訟

の
対
象
た
り
得
る
処
分
と
い
う
べ
く
、
こ
れ
と

異
な
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
被
告
東
京
都
知
事

の
本
案
前
の
抗
弁
は
理
由
が
な
い
。」

②
本
案
に
つ
い
て

「
被
告
東
京
都
知
事
に
お
い
て
原
告
が
被
告

東
京
都
の
公
務
員
と
し
て
の
適
格
性
に
欠
け
る

と
判
断
し
た
こ
と
に
は
首
肯
し
得
る
も
の
が
あ

り
、
少
な
く
と
も
原
告
に
は
被
告
東
京
都
の
公

務
員
と
し
て
の
適
格
性
を
欠
く
こ
と
を
疑
う
に

足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ

つ
て
、
前
記
の
よ
う
に
原
告
が
条
件
付
採
用
職

員
と
な
る
べ
き
期
待
的
地
位
を
有
す
る
に
す
ぎ
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な
い
こ
と
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
本
件
処
分
に

つ
い
て
は
、
原
告
の
右
期
待
的
地
位
を
剥
奪
す

る
の
を
正
当
と
す
る
だ
け
の
公
益
上
の
必
要
性

が
あ
る
も
の
と
解
す
る
を
相
当
と
す
る
。」

４　

第
２
審
：
東
京
高
裁
昭
和
51
年
９

月
30
日
判
決

（
１
）
原
告
（
控
訴
人
）
は
、
請
求
を
全
面
的
に
棄

却
さ
れ
た
の
で
控
訴
し
た
。

（
２
）
東
京
高
裁
判
決
主
文

１
（
一
）
原
判
決
中
、
控
訴
人
と
被
控
訴
人
東
京

都
知
事
に
関
す
る
部
分
を
取
消
す
。

　

 

（
二
）
控
訴
人
の
被
控
訴
人
東
京
都
知
事
に
対

す
る
訴
え
を
却
下
す
る
。

２　

控
訴
人
の
被
控
訴
人
東
京
都
に
対
す
る
控
訴

を
棄
却
す
る
。

３　

控
訴
人
と
被
控
訴
人
東
京
都
知
事
と
の
間
で

生
じ
た
第
１
、２
審
の
訴
訟
費
用
及
び
控
訴
人

と
被
控
訴
人
東
京
都
と
の
間
で
生
じ
た
控
訴
費

用
は
、
い
ず
れ
も
控
訴
人
の
負
担
と
す
る
。

（
３
）
東
京
高
裁
判
決
の
判
示

①
「
地
方
公
務
員
法
第
15
条
以
下
に
お
い
て
、
地

方
公
共
団
体
の
職
員
の
任
用
に
つ
き
、
そ
の
根

本
基
準
、
欠
格
事
由
及
び
任
用
方
法
等
に
関
す

る
規
定
が
お
か
れ
て
い
る
が
、
任
用
行
為
の
形

式
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
の
規
定
が
な
い
の
で
、

法
律
上
は
任
用
権
者
の
意
思
表
示
が
相
手
方
に

到
達
す
れ
ば
足
り
、
必
ず
し
も
辞
令
の
交
付
な

ど
の
行
為
を
要
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
地
方

公
務
員
の
任
用
行
為
は
、
地
方
公
務
員
た
る
地

位
の
設
定
、
変
更
を
目
的
と
す
る
重
要
な
法
律

行
為
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
思
表
示
は
明
確
に

な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
と
こ

ろ
、
成
立
に
争
い
の
な
い
乙
第
２
号
証
に
よ
つ

て
認
め
ら
れ
る（
略
）採
用
内
定
通
知
書
の「
面

接
及
び
身
体
検
査
の
結
果
あ
な
た
を
昭
和
46
年

４
月
１
日
付
で
建
設
局
に
採
用
す
る
こ
と
に
内

定
い
た
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。」

と
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
、右「
内

定
」
の
文
言
自
体
行
政
庁
の
内
部
的
手
続
の
段

階
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
も
の
で
あ
つ
て
、
地
方
公
務
員
と
し
て
採
用

す
る
旨
の
意
思
表
示
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
み
な
ら
ず
、（
略
）
証
言
に
よ
れ
ば
、
被

控
訴
人
東
京
都
で
は
職
員
を
採
用
す
る
場
合
、

内
規
に
よ
つ
て
辞
令
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り

発
令
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
本
件
に
お
い

て
も
昭
和
46
年
４
月
１
日
控
訴
人
を
含
む
採
用

内
定
者
に
直
接
辞
令
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
発
令
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
及

び
採
用
予
定
者
を
内
定
し
、
こ
れ
を
相
手
方
に

通
知
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
ん
ら
法
令
上
の
根

拠
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
趣
旨
と

す
る
と
こ
ろ
は
、
募
集
か
ら
発
令
に
至
る
迄
相

当
の
期
間
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
採

用
予
定
者
が
内
定
し
た
段
階
以
後
に
お
い
て
も

書
類
の
提
出
や
採
用
予
定
者
の
身
元
調
査
な
ど

の
諸
手
続
が
必
要
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
採
用

予
定
者
の
な
か
に
は
上
級
学
校
へ
の
進
学
や
他

の
職
場
へ
の
就
職
を
希
望
し
て
東
京
都
に
就
職

す
る
こ
と
を
辞
退
す
る
者
も
あ
る
の
で
、
東
京

都
と
し
て
も
で
き
る
だ
け
早
期
に
採
用
予
定
者

の
就
職
の
意
思
の
有
無
を
確
認
し
な
い
と
発
令

手
続
に
支
障
を
き
た
す
な
ど
の
理
由
か
ら
、
予

め
採
用
予
定
者
を
内
定
し
て
こ
れ
を
相
手
方
に

通
知
し
、
事
務
処
理
上
の
便
宜
を
は
か
つ
て
い

る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
そ
以
上
の
と
お
り

認
め
ら
れ
、
右
認
定
を
左
右
す
る
に
足
り
る
証

拠
は
な
い
。」

②
「
本
件
採
用
内
定
の
通
知
は
、
被
控
訴
人
東
京

都
と
控
訴
人
と
の
間
で
、
控
訴
人
を
東
京
都
職

員
（
地
方
公
務
員
）
と
し
て
採
用
し
、
東
京
都

職
員
と
し
て
の
地
位
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
意
思
表
示
で
は
な
く
、
採
用
発
令
の

手
続
を
支
障
な
く
行
う
た
め
の
準
備
手
続
と
し

て
の
行
為
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
右
通

知
に
よ
り
被
控
訴
人
東
京
都
と
し
て
は
信
義
則

上
特
段
の
事
由
が
な
け
れ
ば
内
定
ど
お
り
に
採

用
の
発
令
を
な
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
正
当
な

理
由
が
な
く
み
だ
り
に
内
定
を
取
消
し
た
と
き

は
、
内
定
通
知
を
信
頼
し
、
都
職
員
と
し
て
採
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用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
他
の
就
職
の
機

会
を
放
棄
す
る
な
ど
、
東
京
都
に
就
職
す
る
た

め
の
準
備
を
行
つ
た
者
に
対
し
損
害
賠
償
の
責

任
を
負
う
べ
き
こ
と
が
あ
る
こ
と
は
格
別
、
本

件
採
用
内
定
通
知
に
よ
つ
て
控
訴
人
が
被
控
訴

人
東
京
都
の
職
員
た
る
地
位
を
取
得
す
る
も
の

と
は
到
底
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」

③
「
以
上
の
次
第
で
、
採
用
内
定
の
取
消
は
、
行

政
事
件
訴
訟
法
第
３
条
第
２
項
の
規
定
す
る
抗

告
訴
訟(

取
消
訴
訟)

の
対
象
に
な
ら
な
い
も
の

と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
か
ら
、
控
訴
人
の

被
控
訴
人
東
京
都
知
事
に
対
す
る
採
用
内
定
取

消
処
分
の
取
消
を
求
め
る
訴
は
、
爾
余
の
点
に

つ
き
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
不
適
法
で
あ
つ

て
、
却
下
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。」

５　

上
告
審
：
最
高
裁
昭
和
57
年
５
月

27
日
判
決

（
１
）
原
告
（
上
告
人
）
は
、
第
２
審
判
決
に
対
し
、

上
告
を
提
起
し
た
。

（
２
）
最
高
裁
判
決
主
文

本
件
上
告
を
棄
却
す
る
。

上
告
費
用
は
上
告
人
の
負
担
と
す
る
。

（
３
）
最
高
裁
判
決
の
判
示

①
「
本
件
採
用
内
定
の
通
知
は
、
単
に
採
用
発
令

の
手
続
を
支
障
な
く
行
う
た
め
の
準
備
手
続
と

し
て
さ
れ
る
事
実
上
の
行
為
に
す
ぎ
ず
、
被
上

告
人
東
京
都
と
上
告
人
と
の
間
で
、
上
告
人
を

東
京
都
職
員
（
地
方
公
務
員
）
と
し
て
採
用
し
、

東
京
都
職
員
と
し
て
の
地
位
を
取
得
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
確
定
的
な
意
思
表
示
な
い
し

は
始
期
付
又
は
条
件
付
採
用
行
為
と
目
す
べ
き

も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
つ
て
、
右
採
用
内
定

通
知
に
よ
つ
て
は
、
上
告
人
が
、
直
ち
に
又
は

昭
和
46
年
４
月
１
日
か
ら
被
上
告
人
東
京
都
の

職
員
た
る
地
位
を
取
得
す
る
も
の
で
は
な
く
、

ま
た
、
被
上
告
人
東
京
都
知
事
に
お
い
て
上
告

人
を
職
員
と
し
て
採
用
す
べ
き
法
律
上
の
義
務

を
負
う
も
の
で
も
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で

あ
る
。」

②
「
そ
う
す
る
と
、
被
上
告
人
東
京
都
に
お
い
て

正
当
な
理
由
が
な
く
右
採
用
内
定
を
取
り
消
し

て
も
、
こ
れ
に
よ
つ
て
、
右
内
定
通
知
を
信
頼

し
、
東
京
都
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
他
の
就
職
の
機
会
を
放
棄
す
る
な

ど
、
東
京
都
に
就
職
す
る
た
め
の
準
備
を
行
つ

た
者
に
対
し
損
害
賠
償
の
責
任
を
負
う
こ
と
が

あ
る
の
は
格
別
、
右
採
用
内
定
の
取
消
し
自
体

は
、
採
用
内
定
を
受
け
た
者
の
法
律
上
の
地
位

な
い
し
権
利
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は

な
い
か
ら
、
行
政
事
件
訴
訟
法
３
条
２
項
に
い

う
「
行
政
庁
の
処
分
そ
の
他
公
権
力
の
行
使
に

当
た
る
行
為
」
に
該
当
す
る
も
の
と
い
う
こ
と

が
で
き
ず
、
右
採
用
内
定
者
に
お
い
て
そ
の
取

消
し
を
訴
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。」

６　

本
最
高
裁
判
決
の
意
義

（
１
）
本
最
高
裁
判
決
は
、
我
国
に
お
い
て
広
く
一

般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
採
用
内
定
行
為
に
関
し
、

公
共
団
体
に
お
い
て
行
わ
れ
る
採
用
内
定
行
為
と

私
企
業
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
採
用
内
定
行
為

と
は
根
本
的
に
異
な
る
旨
を
明
確
に
判
示
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

（
２
）
周
知
の
と
お
り
、
私
企
業
で
行
わ
れ
て
い
る

採
用
内
定
行
為
に
関
し
、
本
最
高
裁
判
決
の
約
３

年
前
に
出
さ
れ
た
最
高
裁
昭
和
54
年
７
月
20
日
判

決
（
民
集
33
巻
５
号
５
８
２
頁
）
は
、「
学
校
卒

業
の
上
は
間
違
い
な
く
入
社
致
し
自
己
の
都
合
に

よ
る
取
消
し
は
い
た
し
ま
せ
ん
」
と
の
誓
約
書
を

会
社
（
上
告
人
）
に
差
入
れ
て
い
る
事
案
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
が
、「
本
件
採
用
内
定
通
知
の
ほ

か
に
は
労
働
契
約
締
結
の
た
め
の
特
段
の
意
思
表

示
を
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
こ
と

を
考
慮
す
る
と
き
、
上
告
人
か
ら
の
募
集
（
申
込

み
の
誘
引
）
に
対
し
、
被
上
告
人
が
応
募
し
た
の

は
、
労
働
契
約
の
申
込
み
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す

る
上
告
人
か
ら
の
採
用
内
定
通
知
は
、
右
申
込
み

に
対
す
る
承
諾
で
あ
つ
て
、
被
上
告
人
の
本
件
誓

約
書
の
提
出
と
あ
い
ま
つ
て
、
こ
れ
に
よ
り
、
被

上
告
人
と
上
告
人
と
の
間
に
、
被
上
告
人
の
就
労
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の
始
期
を
昭
和
44
年
大
学
卒
業
直
後
と
し
、
そ
れ

ま
で
の
間
、
本
件
誓
約
書
記
載
の
５
項
目
の
採
用

内
定
取
消
事
由
に
基
づ
く
解
約
権
を
留
保
し
た
労

働
契
約
が
成
立
し
た
と
解
す
る
」
と
判
示
し
、
採

用
内
定
行
為
に
よ
り
「
解
約
権
留
保
付
」
で
は
あ

る
も
の
の
、労
働
契
約
が
成
立
し
た
こ
と
を
認
め
、

そ
れ
故
、採
用
内
定
の
取
消
事
由
に
関
し
て
は「
採

用
内
定
当
時
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
知
る
こ

と
が
期
待
で
き
な
い
よ
う
な
事
実
で
あ
つ
て
、
こ

れ
を
理
由
と
し
て
採
用
内
定
を
取
消
す
こ
と
が
解

約
権
留
保
の
趣
旨
、
目
的
に
照
ら
し
て
客
観
的
に

合
理
的
と
認
め
ら
れ
社
会
通
念
上
相
当
と
し
て
是

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
ら
れ
る
と
解
す

る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
判
示
し
、
要
す
る
に
、

①
採
用
内
定
当
時
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
知

る
こ
と
が
期
待
で
き
な
い
よ
う
な
事
実
が
事
後
的

に
発
覚
し
た
場
合
に
、
上
記
事
実
が
②
採
用
内
定

を
取
消
す
こ
と
が
解
約
権
留
保
の
趣
旨
、
目
的
に

照
ら
し
て
客
観
的
に
合
理
的
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
限
り
採
用
内
定
を
取
消
す
こ
と
が
で
き
る
旨
を

判
示
し
、
上
告
人
の
「
被
上
告
人
は
グ
ル
ー
ミ
ー

な
印
象
な
の
で
当
初
か
ら
不
適
格
と
思
わ
れ
た

が
、
そ
れ
を
打
ち
消
す
材
料
は
出
る
か
も
し
れ
な

い
の
で
採
用
内
定
と
し
て
お
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の

よ
う
な
材
料
が
出
な
か
っ
た
。」（
な
お
、「
グ
ル
ー

ミ
ー
」（
ｇ
ｌ
ｏ
ｏ
ｍ
ｙ
）
と
は
「
陰
気
な
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
。）
と
の
理
由
で
採
用
内
定
行

為
を
取
消
し
た
と
の
主
張
は
解
約
権
の
濫
用
と
い

う
べ
き
で
あ
る
と
し
、
被
上
告
人
が
上
告
人
の
従

業
員
た
る
地
位
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
原
判

決
（
大
阪
高
裁
昭
和
51
年
10
月
４
日
判
決
）
を
是

認
し
、上
告
棄
却
の
判
決
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
３
）
本
最
高
裁
判
決
は
、
上
記
「
５
、（
３
）、
①
」

で
述
べ
た
と
お
り
、「
上
告
人
を
東
京
都
職
員
（
地

方
公
務
員
）
と
し
て
採
用
し
、
東
京
都
職
員
と
し

て
の
地
位
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
確

定
的
意
思
表
示
な
い
し
始
期
付
又
は
条
件
付
採
用

行
為
と
目
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
」
と
判
示
し
て

い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
と
お
り
、
上
記
最
高
裁

昭
和
54
年
７
月
20
日
判
決
を
も
念
頭
に
置
い
て
判

示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
採
用
内
定
行
為
は
、
私
企
業
に
お
け
る
採
用
内

定
行
為
と
は
全
く
異
な
る
も
の（
事
実
上
の
行
為
）

で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
判
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

７　

お
わ
り
に
―
本
判
決
の
射
程

（
１
）「
１　

は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
公

務
員
も
私
企
業
の
労
働
者
も
、
労
務
を
提
供
し
、

そ
の
見
返
り
と
し
て
給
料
、
給
与
を
得
て
生
活
し

て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。

（
２
）
し
か
し
、
我
国
の
現
行
法
制
は
、
第
１
審
東

京
地
裁
昭
和
49
年
10
月
30
日
判
決
主
文
と
第
２
審

東
京
高
裁
昭
和
51
年
９
月
30
日
判
決
主
文
と
を
対

比
す
れ
ば
明
ら
か
な
と
お
り
、
公
務
員
と
私
企
業

労
働
者
と
に
つ
い
て
、
前
者
が
任
用
（
任
命
）
と

い
う
行
政
処
分
を
中
心
に
法
律
構
成
さ
れ
る
の
に

対
し
、
後
者
は
労
働
契
約
を
中
心
に
法
律
構
成
さ

れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
根
本
的
に
異
な
っ
た

法
制
度
の
も
と
に
運
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
３
）
公
務
員
の
労
働
問
題
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、

公
務
員
と
私
企
業
労
働
者
と
は
根
本
的
に
異
な
っ

て
い
る
と
の
視
点
は
決
し
て
看
過
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
も
の
で
あ
り
、
本
判
決
は
上
記
意
味
に
お
い

て
非
常
に
示
唆
に
富
む
重
要
な
判
決
で
あ
る
。


